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第 5表  雄蛾 にア トロピンを散布 して室温に放置 した場合の産卵性

蚕 品 種
置
数

放

日 散 布 液
尾
合

交
歩

産 卵 状 態 (¢ ) 1蛾 産卵数 (粒 )

不産卵
蛾 区 '数

卵
腱 区

不受精
卵蛾区

正常卵
蛾 区 正常卵 計

日 124号

日間

1

無 散 布

ア トロピン

％

０ 0

3

5

14

4'6

530

“

　
４２

554

572

5
無  散  布

ア トロピン

0

0

16

lo

“
　
”

467

549

501

598

支 124号

1

無 散 布

ア トロピン

100

100

0

5

0

0

0

5

100

90

579

56フ

604

586

3
ftfrfi
7lot,

70

80

0

, “73

525

516

25

2'

546

545

備考 :1)羽化月日

2)温 湿 度

日 124号  7月 5日 , 支 ,24号  7月 3日

25～ 2`℃ ,  6フ ～ 85¢ RH

124号 で 65¢ であったのに対 して, アトロピン散布

区は 60%及 び 73¢ を示 し,ア トロピン散布は雄蛾 を

室温に放置 した場合でも正常卵蛾区歩合の向上に役立

つ結果が得られた。 また 1蛾 産卵数 も日 124号 ではア

トロピン散布区が多い傾向 を示 したが,そ の原因につ

いては明 らかでない。

以上の結果から,採種に供用する雄蛾 を5日 間程度

まで抑制する場合には,交尾前又は交尾後にフトロピ

ンの 1%水溶液 を散布することによって,交尾歩合ゃ

正常卵蛾区歩合の低下を防止 して,あ る程度は産卵性

向上を図ることができるもの と思われたが,さ らに有

効な手法の開発が必要であると考 えられる。

宮城県内のこうじかび病菌の分布状態調査
及びそのホルマリン抵抗性について

阿 部  富 雄・本  内 富佐司

(官城県蚕業試験場 )

1ま え が き

近年,宮城県内での蚕の硬化病による被害は著 しく

減少 しているが,こ うしかび病菌による被害は決 して

少なくないのが県内における現状 である。 また現在 ,

蚕室・ 蚕具はネルマ リンにより消毒 されているが,稚

蚕共同飼育所等に分布するこうじかび病菌にはネルマ

リン抵抗性の強いものがあ り,ま たその抵抗性に差異

のあることが,門 平 (1950),石 井 ら(1962),浦 城

ら(1965),佐藤 ら(1966)お よび川上 ら(1969)に

よって報告 されている。

そこで,官城県内の稚蚕共同飼育所内のこうしかび

病菌の発生予察 と本県内に分布するこうしかび病菌が

どの程度ホルマ リン抵抗力 を持 つかとい う二つの観点

から本試験 を実施 した。

1 塵埃の採集

1975年 春蚕消毒前に,宮 城県内 の 各稚蚕共同飼育

所の飼育室,貯桑室,倒桑場,管理室,宿直室等から

別 々に塵埃を採集 した。

2 こうしかび病菌の検索法

0 検索試料の希釈

採集 した塵埃 を,滅歯 した試験管にそれぞれ 1～ 3

'と
り,こ れに約倍量の減菌水 を加 えてよく振 とう希

釈 した。

21 検索試料の培養法

減菌 したシャーレに,溶解 したツァペック寒天培地

(組成 :水 lι中に, 砂糖 50,, Na N03 2′ ,KO■

lt 5,, K2HP04 1', MgS 04・ アH201157, pe S04

001夕 ,寒 天 25,)を フラスコか ら分注 し, 平板固

化 させた培地に,前記希釈液の上ずみを約 1∝ 流 し込

み,全面に拡散 させ,そ のまま 30Cで 10日 間保温

培養 し,こ うしかび病菌の生育の有無 を調査 した。
2 材料および試験方法
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' 
こうしかび病菌の分離培養

こ うじかび病菌が検出されたものについては,多数

のこうしかび病菌コロニーの うち任意の
'コ

ロニーを

釣菌 し,ツ ァペ ック寒天培地上に純粋培養 を行ない,

この 1コ ロニーを分離源 (塵 埃)か らの代表歯株 とし,

分離源が異なる場合はすべて異なる菌とした。

4 塵埃か ら分離 したこうしかび病菌のホルマ リ

ン抵抗性調査

1)ホ ルマ リン培地の調製

分離培養 した各菌株のネルマリン抵抗性は,ツ ァペ

ッタ寒天培地 を溶解 し,河 上氏 らの方法により培地の

液温 が低下 した時に,ネ ルマリンを加 え,培地のネル

ムアルデヒド(ICH。 )濃度が t11, a2, 03¢ とな

るように調製 し,減菌 したシャー レに分注 した。

, ホルマリン培地での培養法

第 1表 各稚委共同飼育所の塵埃中か らのこう

塵埃から分離培養 した各菌株の分生胞子 を白金耳で

取 り,菌液濃度 1:1の けん濁液 とした。このけん濁

液中に口紙 (東洋口紙 PAPER・ DIScくくThin〕>8
M/MD工 A)を 浸 したのち,前記ホルマ リン培地上に移

し,30℃ で 10日 間培養 し,培養後の生育の良否によ

ってホルマ リン抵抗性 を判定 した。

3 結果および考察

1 採集 した塵埃からのこうしかび病菌の検出

宮城県内の稚蚕共同飼育所 31カ 所 から合計 138点

の塵埃を採集 し,ツ ァペ ック寒天培地 を用い,培養 し

た結果,仙 南では 70点 の うち 25点 ,仙 北では 68点

の うち 25点 ,計 48点 のこうしかび病菌が検出され,

検出率は仙南で 5,7%,仙 北で 3● 8¢ ,県平均 548%
であ り第 1表に示 した。

じかび病菌の検出

塵埃採集地方
塵 埃 を採 集 した
稚蚕共同飼育所数

塵 埃 採 集 数
こうしかび病
菌の検出点数

病
率

ザ
出

い
検

・つ
の

こ
菌

仙

仙

合

南

北

計

12

19

51

70

68

138

25

25

48

557

338

348

第 2表  こうしかび病菌の稚蚕共同飼育所内における場所別分布

木 飼 育 室 螢J 桑 室 貯 桑 場
従 事 者 の
ための部屋

そ の 他

調 査 点 数

検 出 点 数

検 出 率

30

10

333

19

8

421

26

11

425

2'

10

345

34

9

265

さらに,検 出 されたこ うしかび病菌の飼育所内にお

ける分布 を知 るために,飼 育室,創桑場,貯桑場,従
暮者のための部屋(宿直室・更衣室・食堂・管理室等 ),

その他の 5場所に大別 し,調査点数,検 出点数,検 出

率 を示 したのが第 2表 である。

第 2表 か ら,上記 5場所中では坐」桑場 と貯桑場がこ

うしかび病菌によりやや高い汚染率 を示 し,そ の他は

低い汚染率 であった。 また飼育室 と従事者のための部

屋は中間の汚染率 を示 したが,県内の稚蚕共同飼育所

内にはこうじかび病菌は広 く一様に分布 しているもの

と思われる。

2 検出されたこうしかび病菌の種類

ThOll and Paperの 分類法によって,検 出さ

れた ′θP`γ ′:′ ′し
`属 を分ける と約 70¢ は菌そ う

が黄緑色 を皇 する′ P゙ι γ′
j′ ′

“
∫ ′′αυ

“
′―

ο7yχ α` groupに 属 し,残 りは茶色または褐色の

菌そ うを呈する′ ′゙
`γ

′j′ ′
“
∫ `α παグ,j, 黄

色の菌そ うを皇するИ'P'γ ′j′ ′しθ り。本γαο
`_

多`お よび黒色の菌そうを呈する ′
'Pι

ケ′じ′′
“
θ

π
`′ `γ  gi oupに 属 した。

' 
こうじかび病菌のネルマ リン抵抗性

採集 した塵埃か ら検出されたこうしかび病菌 のうち

任意の 1コ ロニーのみ を白金耳 で取 り,純粋培養 した

48菌株 と保存菌株 2株 につい て, 口紙寒天法 を用い

ホルマ リンに対する抵抗性 を調査 した結果は第 3表 に

ホ した。
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菌株
培 地 の ホル マ リン濃度 (%)

墜埃採集地方
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第 3表  こうじかび病菌各菌株 のネルマツン培地での生育

注.生育程度

冊 :菌糸の生青・胞子形成 ともによいもの

‖ :菌糸の生育やや悪 く,llB子形成少ない

+:菌糸の生育のみみられるもの

土 :菌 糸の生育がわずかにみ られるもの

一 :生育が全 くみ られないもの
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第 4表  ホルマ リ/培地での生育試験

第 5表 を要約すると第 4表のとお りであ り,分離菌

株 48菌 株 をホルマ ツ′培地のネルムアルデヒド濃度

別にみると, Ql%ネ ル・ 7リ ン培地に36菌株が生育

し,生 育率 フ
'0%, 

α2%ホ ルマ リン培地では25菌株

が生育 し,生育率 521¢ , 05¢ ホルマリン培地では

4菌株が生育 し,生育率 a5¢ でぁった。 生育状況は

ホルムアルデヒド濃度が高いほ ど悪 く3～ 7日 の遅れ

を生 した。また低濃度のホルマリン培地で生青できな

かった菌株は,そ れよ り高濃度のネルマ リン培地での

生育は全 く認められなかった。

4摘   要

1,75年 春蚕消毒前 に宮城県内 の稚蚕共同飼育所内

か ら塵埃 を採集 し,こ れ らの塵埃か らこうじかび病菌

を分離培養 し,飼 育所内の分布状態および分離菌株 の

ホルマリン抵抗性について調査 した結果は下記のとお

りである。

1 県内の稚蚕共同飼育所 31カ 所 158点 の塵埃中

か ら,仙南では 70点 の うち 25点 ,仙北では
`8点

の

うち23点 , 計 48点 のこうしかび病菌が検出され ,

検出率は仙南で 3● フ¢,仙北で 3こ 8¢ ,県平均 548¢

であった。

2 飼育所内 を飼育室,倒桑場,貯桑場,従事者の

ための部屋およびその他の 5場所 に大別 して分布状態

を調査 した結果,検出率は 265%～ 425%で あった。

5 Tholl and Paperの 分類法に従って, 分

離 したこうしかび病菌を分けると約70¢ がИ,P`γ―

′j′ ′
“
, ′′αυ

“
′―οryzα  ゙groupで ぁっ

た。

4 ホルマ リン培地上での生育の有無 によってホル

マ リン抵抗性を判断 した結果, こ1%ホ ルマ リン培地

に生育できなかったのは 48菌株中 12菌株で, 残 り

38菌株 (750%)は Ql¢ ネルマ リン培地に生育 し,

ホルマ リン抵抗性 を有 した。 そのうち,25菌株(521

¢)が Q2¢ ホルマ リン培地に生育 し, さらに 4歯 株

(aこ %)が Q3%ネ ルマ リン培地に生育 した。
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